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【目的】 

形態変化に伴うアライメント変化は傷害発生に影響を及ぼす可

能性がある。成長期にあるジュニア選手においては、関節弛緩性、

アライメント共に変化するとの報告が多くあるが、成熟した成人

選手におけるアライメント変化の縦断的研究はない。アライメン

トと外傷との関連を調査した研究が多くあることからも、激しい

コンタクトを伴い、外傷頻度が高いアメリカンフットボールとい

うスポーツにおいて、傷害発生要因となるアライメントの変化の

特徴を把握することは傷害予防につながると考えられる。よって

本研究では、①大学選手における在学中のアライメント変化、②

アライメントおよび全身関節弛緩性の変化が傷害発生に及ぼす影

響、以上 2 点を明らかにすることを目的とした。 

【方法】 

2011 年シーズン時に W 大学アメリカンフットボール部に所属

する男子選手 3、4 年生 21 名を対象とし、全身関節弛緩性、

Leg-Heel-Alignment(LHA)、Q-angle、舟状骨高、足長を測定し

た。また、2 年あるいは 3 年前に行われた新入部員対象にの新人

メディカルチェック(以下新人 MC)のデータを入部時のデータと

して比較した。被験者を高校時のフットボール経験の有無、新人

MC 時の足関節不安定症の有無、入部してから捻挫・シンスプリ

ント・膝関節靭帯損傷の既往の有無に関して、それぞれあり群な

し群に分けて比較をした。 

 統計方法は入部時と 2011 年の測定結果を比較するために、1 標

本による t 検定を行った。また足関節不安定性の有無など異なる 2

群間の測定結果を比較するために 2 標本による t 検定を行った。 

 統計学的有意水準は危険率 5%未満とした。 

【結果】 

被験者全体では、全身関節弛緩性テストで入部時と 2011 年の

測定値の間に有意差は認められなかった。下肢アライメントは、

舟状骨高と足長、アーチ高率、LHAが有意に増加していた(p<0.05)。

また、両足のアーチ高率変化量と舟状骨高変化量に強い正の相関

が認められた(r=0.93)。 

被験者を高校時のフットボール経験の有無で群分けを行い検討

したところ、全身関節弛緩性テストでは二群間に有意差は認めら

れず、下肢アライメントにおいても有意差のある項目は認められ

なかった。 

また、入部から 2011 年までに捻挫、シンスプリント、および

膝関節の靭帯損傷の既往の有無で被験者を群分けしたところ、シ

ンスプリントでは有意差のある項目はなく、捻挫は入部時の右

Q-angle が既往あり群で有意に大きく(p<0.05)、右膝関節靭帯損

傷あり群は入部時の Q-angle が既往なし群と比べて有意に大きく

(p<0.01)、変化量でも有意差が見られた(p<0.01)。入部時のアーチ

高率は既往なし群よりあり群が有意に低い一方で、舟状骨高は有

意に高かった(p<0.05)。左膝関節に靭帯損傷の既往がある群は

2011 年の Q-angle がなし群と比較して有意に小さく(p<0.01)、ア

ーチ高率の変化量、舟状骨高の変化量、入部時および 2011 年の

足長は有意に小さかった(p<0.05)。LHA 変化量は既往あり群が有

意に高かった (p<0.05)。 

【考察】 

1 日の短期的は荷重ストレスにより足部アーチは低下するが、

長期的な観点で考えると、度重なる荷重ストレスに対する周囲筋

の適応およびトレーニングの効果によって筋が緊張し、舟状骨高

が増加することが示唆される。また、LHA に関してもアーチが保

持され前足部への荷重が十分なされ、足趾筋機能が向上すること

で変化したと考えられる。本研究で生じた下肢アライメントの変

化はフットボールという競技の影響から生じたものではなく、定

期的な運動習慣が元となって変化が生じたと考えられる。 

 本研究は縦断的とはいえ、入部時と 2011 年時間の期間および

大学入学前のデータがないため、実際のアライメント変化がどの

時期にどの程度生じたか把握できない。また高校時の他種目のス

ポーツ経験があれば高校時フットボール経験者と同じアライメン

ト変化をするのかは明らかにできない。今後多様な競技者を対象

にして研究を進める必要がある。 

また、被験者が少なく、その中から既往の有無で群をわけたた

め群の人数に偏りが生まれたことも影響していると推察される。

今後アライメントと傷害発生の関連をより詳細に検討するには、

定期的にアライメントの変化を把握しておくこと、被験者の母数

を増やすことが必要である。 


